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　安全で魅力ある住みよい地域にするため、地域コミュ
ニティ計画に基づき、協働のまちづくりを推進する。

　平成29年度において当初計画しました事業は、ほぼ
予定どおり実施することができました。
　本号では、実施した事業内容の概略をご紹介します。
　地区の皆様には、事業へのご理解とご支援、ご協力
に感謝するとともに、今後の活動にさらなるお力添え
をお願いいたします。

　平成27年にアピールを作成し、
地区をあげてあいさつ運動に取り組
んでいます。
　この取組みを大正地区内外に周
知し、あいさつ運動のさらなる実践
につなげるため各地区(集落)に設置
する看板を作成しました。

ほっと大正まちづくり協議会は、次のことを目指して活動しています。
●地域のまとまりと住民同士の絆づくり
●安全安心な地域の確立

（1） 地域コミュニティの充実
年代層を超えて互いが強い絆で結ばれ、心豊
かなふれあいができる魅力ある地域とするた
めの取り組みを推進する。
【運動会の実施】
【夏まつりの実施】
【スポーツ交流会の実施】
【交流懇談会の開催】

（2） 安全安心な地域づくり
住民個々が防災等に関する知識を深めるとと
もに、安全安心な地域づくりに自助・共助の精
神で対処できる環境づくりを推進する。
【総合防災訓練の実施】
【避難行動要支援者への対応】　
【花栽培とあいさつ運動による地域の安全確保】
【防犯灯等の設置による地域の安全確保】
【その他防災に関する活動等】

あいさつ運動の推進

平成29年度実施事業



　大正地区自主防災会連絡協議会等との共
催による自主防災会長、区長、防災リーダー、
まちづくり協議会関係者、大正消防団員を
対象にした研修会を開催しました。
　日本防災士会鳥取県支部長谷口雄史氏ほ
か2名の防災士から、防災士の制度や活動内
容についての説明に続き、鳥取県の地震状

　綱引きで、こども応援団も登場するなど、選
手も応援する人も心一つになって熱く燃えたそ
の姿に地区（集落）の皆様の絆の強さと一体
感が現れていました。　個人・地区対抗団体種目１８競技に約７００

人の参加がありました。
　個人種目では100ｍ走、ラムネ飲み走、たい
つり、パン食い競走、サバイバルレース、デカ
パン走など９競技を楽しみ、団体種目では、タ
イヤころがし、ダルマ落とし、玉入れ、一升瓶こ
ろがし、つなひき、むかで競走、総合リレーなど
に総合優勝を目
指して選手が力
を合わせて奮闘
していました。

　お待ちかねの大抽選会の終了を待ち、よさこ
いチーム満天星（どうだんつつじ）が登場、一糸
乱れぬ演舞と鳴子の音が会場を魅了、また、観
客を巻き込んでの踊りもあり、参加した子どもた
ちは曲に合わせて楽しそうに踊っていました。

　最後は花火で名
残を惜しみながら
の夏まつりの閉会
となりました。

　恒例の夏まつりに昨年を大きく上回る約１０００
人の人出で賑わいました。
　大正保育園児と大正児童有志によるしゃん
しゃん傘踊りがオープニングを飾りました。
　バザーコーナーでは、子どもたちに人気の
ヨーヨーつり、スーパーボールすくい、かき氷、く
じ引きがあり、食べ物コーナーでは、焼そば、フ
ライドポテト、フランクフルト、やまめの塩焼き、や
きとり、枝豆、ビール・ジュース類の販売があり
各コーナーに長蛇の列ができました。
　当地区の有志で構成された「さくら会」の皆さ
んによる踊りと、「太極拳同好会」による剣の表
演が祭り気分を盛り上げました。

況や防災に関する知識について講習を受け、
正しい知識と小さな備えが自らの命を守り、
そして地
域を救う
ことにな
ることを
学びまし
た。

優勝：菖　蒲
２位：徳　尾
３位：古海上・山ヶ鼻

総合成績

 地区大運動会
５月７日（日）　≪大正小学校校庭≫

防災研修会を開催
７月10日（月）　≪大正地区公民館≫

ほっとヨイ！ヨイ！夏まつり
7月29日（土）　≪大正地区公民館駐車場≫
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　大正地区では、災害時要援護者支援制度へ
の登録について取組みを推進しているところで
すが、防災訓練参加者アンケートによると、同制
度の内容を知っている方の割合は35％と半数
にも達していません。地区住民の制度に対する
理解を深め、避難支援への協力を得る取組の
必要性を感じています。

　各地区、各種団体等から１８０名程の参加の
もと、災害弱者とりわけ寝たきり状態の方、身体
に重度の障害を有する方を対象にした避難支
援策の訓練を実施しました。
　最初に、「医療法人 はまゆう」の理学療法士
の方々から、車いす操作に係る基本事項、注意
事項について説明があり、次いでベット上での
体位変換方法、そして車いすへの移乗支援方
法について指導がありました。
　続いて、東部消防局救急救命士 徳沢大輔
氏（古海上）から搬送方法について、支持・背負
いの方法及び毛布や担架による搬送そして簡
易担架の作成法などの指導がありました。
　災害時はまずは自らが助かる（自助）、そして
近所等で助け合う（共助（近助））が必要です。
一人一人の日頃からの備えや心構えで被害を
最小限に減らす（減災）ことができます。

　鳥取市が発行した「2017年版総合防災
マップ」をもとに、千代川等の氾濫時に想定
される浸水深などを表記した「大正地区ハ
ザードマップ」を作成しました。
　４月には各家庭に配布します。家族や地
区(集落)で避難方法などについて話し合う
材料にしていただければ幸いです。

　昨年９月の台風１８号の影響で、野
坂川の増水による浸水等の危険性が
高まったとして、鳥取市は徳尾地区に
「避難準備・高齢者等避難開始」の発
令を出しました。
　ちなみに避難所は、豊実体育館、
松保体育館及び東郷体育館とされ、
大正地区内には避難所設置はありま
せんでした。
　災害後に、かつて経験したことが
ない、見たことがない状況が発生し
たとの被災者等の声を耳にします。
　この事例は、千代川沿いに位置す
る大正地区において災害危機は他人
事ではないことを改めて認識させる
ものです。
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大正地区洪水ハザードマップ【洪水浸水想定区域図】
（2017年版鳥取市総合防災マップから大正地区に関係する部分を抽出加工）
ほっと大正まちづくり協議会　2018.3 作成

　この洪水浸水想定区域図は、
想定しうる最大規模の降雨に伴
う洪水により河川が氾濫した場
合の浸水や氾濫流の状況をシ
ミュレーションにより予測したも
のです。

避難に関する発令の種類および基準

千代川に「はん濫注意報」が発令された場合。
野坂川が「はん濫注意水位」を超え、なお上昇のおそれがあるとき。
近隣での浸水や河川の増水、降雨状況、降雨予測等により浸水の
危険が高まったとき。

千代川に「はん濫警戒警報」が発令された場合。
野坂川が「避難判断水位」を超え、なお上昇のおそれがあるとき。

千代川に「はん濫警戒警報」が発令された場合。
野坂川が「氾濫危険水位」を超え、なお上昇のおそれがあるとき。

避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

指定緊急避難場所（洪水の場合は大正地区内に適当な場所が
ないため、近隣地域で市が指定を想定しているものを掲載）

＊東郷体育館は、指定避難所を兼ねる。
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　指定緊急避難場所とは、
命を守ることを最優先に、災害の危険から
緊急的に逃れることを目的とした場所、施設です。

　指定避難所とは、
自宅が被災して帰宅できない場合に、
危険がなくなるまで一定期間滞在し、又は
一時的に避難生活を送ることを目的とした
公共施設などです。

　指定緊急避難場所とは、
命を守ることを最優先に、災害の危険から
緊急的に逃れることを目的とした場所、施設です。

　指定避難所とは、
自宅が被災して帰宅できない場合に、
危険がなくなるまで一定期間滞在し、又は
一時的に避難生活を送ることを目的とした
公共施設などです。

指定避難所指定緊急避難場所
状況に応じて

その後
先ずは身近な

避難

　　　の数値は、千
代川氾濫時に想定
されるその場所の
浸水深を示します。

【説明】　このマップで使用している
河川氾濫による浸水深情報は、千代
川等が氾濫した場合に想定される浸
水区域とその水深を示しています。
　浸水の深さの目安は、右図の「浸
水深ランクの目安でご確認ください。
　雨の降り方によっては、想定と異
なる浸水深となったり、地図に表示さ
れた浸水区域以外でも浸水すること
があります。

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）
　○○○○は、氾濫
流による家屋倒壊
想定区域（目安とし
て）を示します。

　この図は、千代川
が氾濫したとき、氾
濫流によって家屋
倒壊等が想定され
る区域を表示した
ものです。
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•本マップは、国土交通省や鳥取県がこれまでに公表、指定した浸水想定区域図や土砂災害警戒区域、
津波浸水予測図について作成したものになります。地図及びデータ作成上の誤差を含んでいます。
•最新及び詳細な指定状況は県公報、県と市に縦覧している告示図書にてご確認ください。
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大正地区  総合防災訓練
9月10日（日）　≪大正小学校校庭≫

大正地区ハザードマップを作成



　現在、各地区でプランターや花壇、空き地等
での花栽培についてご協力をお願いしています。
　花栽培を通して、地域住民が常に地区を意
識し、見守る目が増えることにより安全・安心が
図られます。また、優しさ、美しさを備えた地域
環境づくりにつながります。

　挨拶運動実施アピールにより挨拶運動を推
進しています。
　あいさつは地域活性化の基本でありバロ
メータとなります。お互いがあいさつを交わし、
「近助」の思いを持ち、温かで心のつながる安
全安心な地域づくりを進めたいものです。

安全安心な地域をつくるためには、何よりも住民の目や意識を地域内
に向けていただくことが重要と考え、次の取組みを行っています。

通年　《各地区（集落）》

　防犯灯・青色回転灯（いずれもソーラー発電
です。）を設置しています。
　住民の地域に対する意識や関心度をさらに
高めていただくことにより、犯罪が起こりにくい
一体感のある地域づくりを目指すものです。
　防犯意識が高まり、一戸一灯などの地区を
あげての取り組みにつながればと思います。

通年　《各地区（集落）》

通年　《各地区（集落）》

　公民館耐震工事のため開催ができるか不安
がありましたが、各種団体・グループ等から昨
年度を超える59人の参加があり盛大な交流会
となりました。鍋を囲みお酒を酌み交わしなが
ら、和やかな雰囲気の中でそれぞれ団体等の
活動状況や課題などが話し合われました。

　地域交流を図るため、誰でも気軽に参加し、
楽しめる競技として実施しています。
　ホールインワンに歓声が上がったり、好打をた
たえあったりと和やかな交流の中にも真剣な眼差
しで一打一打に集中する姿が見受けられました。

優勝：西根俊一さん（古海上）
 　２位：前田豊之さん（野寺）
 　３位：和田　勝さん（古海上）

花　栽　培

あいさつ運動

防犯灯等の設置

いきいき地域づくり交流会
12月2日（土） ≪大正公民館（旧大正保育園）≫11月12日（日）　≪大正小学校校庭≫

まちづくりグラウンドゴルフ大会

安心安全な地域づくりの推進


